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ロータリーは
分かちあいの心

5月は　　　　　　月間です。 VOL.17
格調高く、和やかに　  S.A.A

11月第１例会プログラム

庭のてっせん

2007～2008年度

11月1日（第2450回）
●点　鐘� 会　長

●国歌斉唱

●ロータリーソング� 奉仕の理想

●ビジター紹介� 親睦活動委員会

●新入会員入会式� 三浦　進 君、山中　輝男 君

●会長挨拶

●誕生祝� 親睦活動委員会

●幹事報告・委員会報告

●会　食

●卓　話� 「米山奨学会理事の思い出」

� 　　　佐藤　二郎 会員

●にこにこＢＯＸ� Ｓ．Ａ．Ａ

●出席報告� 出席委員会

●点　鐘� 会　長

●ロータリーソング� 我等の生業

11月はロータリー財団月間です。

井上壽博ガバナー作



先週の例会報告

1.　卓話『私の職業奉仕』 大槻　俊夫 会員

　私共の会社におきましては、この12月で創業40周年を迎える
ことになりました。
　今改めて「よくここまでこたれたナァ～」という気持ちです。
今でも時折、耳にする言葉の中に「企業30年説」というのが
あります。確かに30年を節目にさまざまな出来事があるのも事
実です。そんな中で40年という月日の重みを今改めて感じてい
るところです。
　結局ここまでこられたのは多くの人々…地域のお客様、友人、
知人、そして従業員…の支えがあったからこそと心から思って
います。自分一人の力なんてほんの微々たるものであったと心
底感じています。
　この40年私自身商売に身を投じた中でいつも気持ちの中心
に置いたことは「奉仕の心・感謝の気持ちを忘れずに」これ
は自戒の言葉として自分に言い続けてきました。
　『売上とはお客様に対しての奉仕額』　『利益とはお客様の私共に対する感謝額』
　この40年この気持ちで商売をして参りました。40年続いた理由は？ と問われれば『奉仕と感謝』この2
文字に代表されると思います。
　私共の会社の歴史は昨年93歳の天寿を全うした父、冨の人生そのものです。
　父はかね喜創業以来35年皆様のお力添えを頂きながら二人三脚で頑張って参りました。自分の親につい
てあれこれ語ること自体照れくさい部分がありますが、かね喜の40年の歴史を語るには、どうしてもその部
分に触れなくてはなりません。父は年をとるに従い考え方が進歩的なものになってきました。
　これには息子の私も驚きと感心する気持ちで見て来たのも事実です。
　創業当時のすし店の基本的なスタイルは通称「オヤジ店」といわれる小規模個人店が主流でした。
　お客様もお馴染みさん（お得意さま）中心でフリー客（一見さん）は滅多に無い･･･そんな時代でした。
　そのような時に父が言ったことは「これからの時代、寿司は大衆のものにしていかなくてはダメだ」そう
いう考え方が背景にあり価格の表示ははっきりと表示して店舗を開店して来ました。今でこそ価格をきち
んと明示するのは当り前のことですが当時としては実に画期的なことでした。こんなところからも進歩的な
考え方を持った人だということが窺えると思います。父は常に前だけを見ながら歩いていました。私の経営
理念の礎はそんな父の後姿を見ていた中で確立されて参りました。
　小僧寿司が出て来た頃、一部の寿司店さんは、あれは寿司屋ではないと言っていました。皆さんどうで
しょう。時代は正に寿司の大衆化という新しい局面を迎えて回転寿司が定着して今日に至っている次第で
す。
　平成8年に自叙伝「流転」を上梓しましたが、自分の人生を「生々流転の如し」となぞらえておりまし
た。挫折と希望の少年期を経て、真の商人道を学習した青年期そうして学んだものをかね喜のなかで実践
してきたわけです。「店はお客さまの為にある」この心こそかね喜の商いの原点であると思っています。父
はいつもこのことをお店の鏡として全てのことを写し照らして判断しておりました。
　経営者として又、父親としての後姿から学ぶことが多々あったことを改めて感じている今日この頃です。
　分かっていても中々実践できないことは皆さんも経験がおありかと思いますが、その一つに「早起き」と
「清掃」です。少しオーバーな言い方をすれば父はこの25年毎朝１日も欠かすことなく5時30分起床、そし
てトイレ掃除から始まって店内くまなく磨き上げることを日課としておりました。私自身このことだけは
中々実行できません。
　いつかやらなくては･･･と思いながらも体と気持ちがついていかず情けなく思っているところです。かね
き亭に在職している時は道路を清掃しながら道往く人に声をかけ多勢の人と心の触れあいをしておりまし
た。そのことでよく高校生からお手紙を頂いておりました。今でいうボランティア精神を学んだということ
なのでしょうか。
　又、先日は80万人の人出があった花火大会が盛大に催されましたが、私共も花火弁当を販売して大変
好評を頂きました。私共では現在10種類ほどの弁当を販売しておりますが、いずれも父のアイデアから
生まれたものです。
　名物といわれるものを何か一つでも作りたい･･･そんな思いをいつも持っていました。名物といわれ
る評価はいただいておりませんが、着実に数字は伸びてきています。いつの日か父の意思を具体的な商
品づくりに結び付けたいと思っております。そして名物と誰からも言われるそんな商品を作ってみたい
という夢を持っています。
　弁当と言えば私共は当日の朝６時にご連絡いただければ弁当注文キャンセルOＫということを実践して
います。野外での催し物の場合どうしても天候によって開催が中止ということがあります。お客様にしてみ
れば注文したけど中止になった時、引き取らなくてはいけないということは非常に大変なことです。かね喜
はお客様の為にあるのだからキャンセルOKということを今から20年位前から実施して来ました。先程も申し
あげました「お店はお客様の為にある」はまさにこのことではないかと思っています。



　私の人生もいよいよ第4コーナーを廻る時期になって
参りましたがここ迄精神面で学んできた、その一つの
商業界精神がございます。
　時間の関係で細かな説明は省略致しますがひと言で
云えば「商人たる前に 正直な人間であれ」教えており
ます。
　先日、商業界ゼミナールを地元つくば市で350名の
受講生を迎えて開催致しました。
　7つの講座で各講師が言葉同じくしてお話していた
のは「私達の中に芽吹く人間らしい優しさ」がビジネ
スの柱となっていく･･･厳しさにさらされたビジネス
社会でも最後は感謝の気持ち・奉仕の心…本来、人間
が持っている一番大事なものが決め手なるのかな と
いうそんな思いをしています。
　お客様からおいしかったよ、ごちそう様、又来るよ、ありがとう、と言って下さることに生涯現役で
務めたいと思っております。
　「ありがとう その一言が潤滑油」「正しきによりて滅びる店あれば、滅びてもよし、断じて滅び
ず。」
　本日、卓話ということでお話をさせて頂きましたが、ロータリークラブで学んだことが私の経営そ
のものに大いに役立っているということを結びの言葉として、本日の卓話を終わらせて頂きます。ご
清聴ありがとうございます。
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　職場訪問記　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥井　聰太郎 職業奉仕委員長
　25日の例会後寶積寺を訪問。飯山さんは職場の制服である「衣」姿で出迎えて下さいました。玄
関を入るなり神林会員より「偈（ゲ）とはどういう意味か」という禅問答もどきの質問、信条とされ
ている「俺が俺がの我を捨てておかげおかげの偈で生きよ」についてのものでした。当日いただい
た「修証義の二十一世紀」（道元禅師七百五十回大遠忌奉賛法話）に、「一つは食事への感謝、二つは
世のため人のためにつくす誓い、三つは欲深い食欲の心をふせぎ、四つには健康を保つ良い薬で
あることを尊び、五つに仏道を成就するためにいただきますと、禅寺では食前に五観の偈という
感謝のお経を唱えます。」とあるのを発見され納得のご様子でした。
　十七世飯山住職より寶積寺の歴史を伺いました、それはまた土浦の歴史でもありました。銅製
の手鏡、貝多羅葉（バイタラヨウという経文を記したもの）の市指定文化財や膨大な正法眼蔵を見
せていただきました。ご本尊の釈迦如来は土浦市史に「帰ってきた浦島太郎」の記述があるという
先先代の弟さんがビルマから持ち帰られたものというものです。その本尊を見て「とっても美人
ネ」、「男ですよ」というひとコマもありました。また曹洞宗の根本道場である永平寺での修行の映
像を拝見する予定でしたが、当方の準備不足で時間が足りなくなってご迷惑をかけました。例会
でぜひという声も出て、実現したいと思います。また總持寺にて修行中に住職が「カモシカのよう
な脚」（とメタボ懸念のご自分がおっしゃっていました）でモデルとなり、有名な写真家奈良原一
高氏が撮影した作品に、平会員が感嘆の声をあげる場面もありました。
　職場訪問を快く引き受けて下さった住職と、美味しいケーキ、みかんと、もてなして下さいまし
た奥様にも厚くお礼申し上げます。「しあわせはいつも自分のこころがきめる」と相田みつおの書
が入った清浄布を手に、こちらからでなくて、逆にお寺からこんなにお布施をいただいてしまっ
ていいのかなあと思いつつ・・・解散しました。参加者は14名、写真撮影は塚本さんでした。

2.　委員会報告



50周年実行委員会からのお知らせ

＜50周年特別寄付金の受付＞

　今日から11月末まで、寄付金の受付を例会場入口で行います。一口１万円からとなりますが、ご

協力のほどお願い致します。

　なお、受付時はクラブの仮領収書をお渡ししますが、後日、さいたまユネスコより寄付金控除が

できる領収書が発行されます。

　また次回例会は、さいたまユネスコの本多会長の卓話「ネパールの学校建設活動」です。寄付金

がどのように生かされるかを実感いただけると思います。

＜会議の予定＞

　・実行委員会　11／15（木）　例会終了後　二階会議室

　　　出席予定メンバー： 主要スタッフ＋会計＋正副委員長 （アイウエオ順　敬称略）

　　　　飯山・井坂・石井・磯・臼田・円城寺・小倉・河合・川田・神林・菊池（信）・倉持・坂本

（榮）・　　　　銭谷・高木（博）・高橋・竹中・辻・鶴田・萩原・堀越・松浦

　・顧問会議　　11／22（木）　例会終了後　二階会議室

　　　出席予定メンバー： 主要スタッフ ＋ 名誉顧問 ＋ 顧問　（アイウエオ順　敬称略）

　　　　岩瀬・上野・海老原・大槻・河合・川田・神林・倉持・小網・小松崎・佐藤（二）・鈴木・

　　　　鈴村・平・高木（彬）・高木（博）・高橋・竹中・塚本・辻・中桐・沼尻・沼田・廣瀬・福田・

　　　　箕輪・森内・山本

氏　　　名� 三浦　　進君

事 業 所 名� ㈱三浦製作所

役　　　職� 代表取締役社長

生 年 月 日� 昭和22年6月13日

事業所住所� 〒300-0421

� 稲敷郡美浦村木原1876-10

� TEL 029-885-5330

� FAX 029-891-5081

自宅住所� 〒300-0034

� 土浦市港町3-8-4

� TEL 029-824-8343

� FAX 029-824-8343

夫 人 氏 名� 三浦　尚子 様

推　薦　者� 河合　隆君・菊池　信子君

職 業 分 類� 電子部品

委　員　会� 親睦活動

Ｒ　Ｃ　歴� な　し

卓　　　席� ２　卓

氏　　　名� 山中　輝男君

事 業 所 名� (財)全日本軟式野球連盟茨城県支部

役　　　職� 県南ブロック長

生 年 月 日� 昭和20年8月27日

事業所住所� 〒310-0062

� 水戸市大町1-2-14�

� (財)自由民主会館内4-402

� TEL 029-221-5744

� FAX 029-221-7337

自宅住所� 〒300-0837

� 土浦市右籾3069-3

� TEL 029-842-0843

夫 人 氏 名� 山中　忍 様

推　薦　者� 飯山　孝之君・河合　隆君

職 業 分 類� 運動指導

委　員　会� 出席

Ｒ　Ｃ　歴� な　し

卓　　　席� ３　卓



卓話資料

（1）達成クラブ（普通寄付金および特別寄付金合計額）

1億3千万円� 1� ※�京都南ロータリー・クラブ� 1954/ 3/11� 219名

1億2千万円� 2
� ※�京　都ロータリー・クラブ�   1925/10/ 7� 200名

� � ※�大　阪ロータリー・クラブ� 1922/11/17� 267名

1億1千万円� 1� � 奈　良ロータリー・クラブ� 1952/ 3/27� 143名

� � � 東京江北ロータリー・クラブ� 1960/ 3/17� 55名

1億円� 4
� � 東京南ロータリー・クラブ� 1950/ 8/ 4� 178名

� � � 京都西ロータリー・クラブ� 1958/ 2/ 3� 105名

� � ※�東　京ロータリー・クラブ� 1920/10/20� 335名

� � � 横浜南ロータリー・クラブ� 1962/ 3/30� 99名

� � � 東京西ロータリー・クラブ� 1955/ 6/23� 158名

� � � 岸和田ロータリー・クラブ� 1954/ 5/19� 56名

9千万円� 8�
� 大　津ロータリー・クラブ� 1950/12/19� 119名

� � � 大阪南ロータリー・クラブ� 1952/12/16� 133名

� � ※�土　浦ロータリー・クラブ� 1958/ 2/14� 69名

� � ※�横　浜ロータリー・クラブ� 1927/ 6/ 1� 176名

� � ※�大阪北ロータリー・クラブ� 1952/12/16� 151名

8千万円� 2
� � 京都東ロータリー・クラブ� 1956/ 5/21� 103名

� � � 大阪東ロータリー・クラブ� 1957/ 6/ 6� 120名

7千万円以下では
7千万円達成クラブ数：11クラブ　　（3）　　　6千万円達成クラブ数：15クラブ　　（2）
5千万円達成クラブ数：45クラブ　　（9）　　　4千万円達成クラブ数：85クラブ　　（9）
3千万円達成クラブ数：238クラブ　（27）　　　2千万円達成クラブ数：394クラブ　（39）
1千万円達成クラブ数：642クラブ　（21）�

注：※本年度達成クラブ、会員数は1月1日現在　（　　）は本年度達成クラブ数

（2）功労者、功労クラブ、功労法人、特別功労法人

� 本年度増加数
米山功労者� 6,670名
米山功労クラブ� 876クラブ
米山功労法人� 41社
米山特別功労法人� 12社

第1回：2,344名
第4回：　927名
第7回：　164名
第10回：　88名
第30回～第39回：18名

第2回：1,163名
第5回：　421名
第8回：　113名
第11回～第19回：189名
第40回～第49回：11名

第3回：868名
第6回：238名
第9回：　65名
第20回～第29回：45名
第50回以上：16名

米山功労者表彰者実数（10万円毎）

達成金額
達成

クラブ数 達成クラブ名 創立年月日 会員数

 備　考

寄付クラブ・個人・法人の表彰

（米山奨学会2006年度 事業報告書より）

役卓� 河合、堀越、鈴木、渡辺（俊）、冨田、萩原、竹中、磯

１卓� 菊池、森内、井坂、鶴田、池田、島田、坂本（栄）、田中

２卓� 青木、飯山、岩瀬、大槻、佐藤（二）、廣瀬、三浦、山本

３卓� 高橋、野中、山中、黒田、坂本（史）、�木（博）、沼尻、沼田

４卓� 円城寺、大場、奥井、小原、平、中川、松浦、吉川、渡辺（浩）

５卓� 神林、倉持、鈴村、�木（彬）、塚本、中桐、福田

６卓� 石川、上野、臼田、小倉、小野、小網、小松崎、箕輪

７卓� 石井、宇田川、海老原、川田、菊地（雅）、佐藤（克）、銭谷、辻、山上

卓　席　表（11月～2月）



「土浦ロータリークラブ美術館」

　白磁　　　方花瓶

井上　壽博 ガバナー作

例会場：ホテルロイヤルレイク土浦／例会日時：木曜日　12：30～13：30

にこにこBOX

10／25　26,000円　累計721,000円

　☆鈴村君～先日は御多忙の処、私の会に御出席戴き誠に有難うございました。

  今後ともよろしく御願い致します。

　◎大槻君～卓話聞いて頂き有難うございました。

　◎奥井君～職業奉仕月間への御協力有難うございました。

　※菊池君～写真

　◎誕生祝～宇田川君

 例会予告

11月  8日　卓　話　「ネパールの学校建設活動」　

　　　　　　　　　　　　さいたまユネスコ協会  会長  本多　隆 氏

　　 15日　ロータリー月間に因んで

10/25�飯山　孝之� 30,000� 150,000

10/25�岩瀬　市朗� 30,000� 410,000

10/25�宇田川仁一郎� 30,000� 180,000

10/25�小倉　史義� 30,000� 170,000

10/25�小松崎幹雄� 30,000� 990,000

10/25�鶴田　一郎� 30,000� 210,000

10/25�塚本　幸夫� 30,000� 330,000�

�   　 計� 210,000

受付日 氏　　名 金額（円） 累　計（円）

累計7/1～10/25　1,670,000円

寄付金報告

�米山奨学金

富田会員への会員証交付

★本日のメニュー★

かに卵仕立て
俵ご飯
いか里芋煮
南京カステラ焼
秋刀魚の茸焼
菊なます
丸十レモン煮
ほうれん草のオイル和え
大豆ミートの唐揚
スモークサーモン
　　　　　　その他

会　員 欠　席 出　席 出席免除 出席率
63名 7名 56名 11名 86.54％

 出席報告

 誕生祝（11月）

　　　会　員　　　　　　　　　　　　　　奥　様

　小野　慶一君（　１日）� 三浦　尚子様（　６日）

　磯　　　充君（　４日）� 小倉　直子様（　８日）

　黒田　喜文君（１０日）� 萩原　卓子様（１２日）

　銭谷　　茂君（１６日）� 沼尻　藤枝様（１３日）

　大場　伝美君（２０日）� 平　やう子様（１７日）

� 飯山伊美子様（１９日）

� 倉持里知子様（２４日）

霞ヶ浦総合運動公園清掃作業

テレビ報道のお知らせ

　去る10月4日に行いました霞ヶ浦

総合運動公園清掃作業が下記日程

で放映されます。ぜひご覧ください。

　10月29日～11月4日まで

　放映時間午後2時、3時半、5時、7時

半、8時半、11時半Weekly　Topicsの

中で5分ほど放映されます。

環境保全委員長　菊地雅史


